
砂糖年度

最低生産者価格

特別措置

農家手取額

6～8

20,190

�220

20,410

�9～10

20,160

260

20,420

�11

20,140

290

20,430

12～13

20,370

80

20,450

14

20,330

140

20,470

�15

20,300

170

20,470

【最低生産者価格等の推移】 （単位：円/t）

6

7

8

9

10

11

12

13

14

48.1

48.1

44.2

31.4

33.4

40.8

41.2

31.1

36.7

12.7

12.7

22.1

44.6

12.1

35.2

34.6

59.1

43.0

39.2

39.2

40.8

24.0

54.5

24.0

24.2

9.8

20.3

13.1

14.3

13.3

14.2

12.9

13.9

13.9

14.7

14.2

【品質の状況（品質取引制度移行後）】

平均
甘しゃ糖度
[度]

年産

甘しゃ糖度区分別比率

13.0度以下
[％]

13.1�～14.4
(基準糖度帯)[％]

14.5度以上
[％]

資料：沖縄県「さとうきび及び甘しゃ糖生産実績」

昭和50年

55年

60年

63年

平成元年

5年

10年

11年

12年

13年

14年

25,100

28,800

32,100

31,000

30,700

23,600

21,600

21,300

21,000

20,700

21,200

19,449

21,100

23,100

21,300

21,000

15,900

13,500

13,500

13,600

13,400

13,900

65.42

61.70

75.40

67.40

84.60

68.10

72.90

71.10

59.40

64.20

58.30

1,272

1,301

1,741

1,437

1,780

1,084

987

959

806

860

811

205

336

374

294

363

221

195

197

166

182

169

35.3

37.3

37.8

36.4

35.1

26.4

20.3

19.6

18.8

18.9

18.7

55

57

61

59

60

60

67

69

72

71

74

【さとうきび生産の推移】

年��産 栽培面積[ha] 収穫面積[ha] 単収[t/ha] 生産量[千t]
粗生産額
[億円]

栽培農家数
[千戸]

1戸当たり
収穫面積[a]

資料：沖縄総合事務局農林水産部「沖縄農林水産統計年報」、沖縄県「さとうきび及び甘しゃ糖生産実績」

区　　分

� 沖 縄 県 � う ち 離 島

全体 割合
さとう
きび

全体

栽培面積(千㌶)

栽培農家戸数(千戸)

農業粗生産額(億円)

37.6

26.2

922

21.2

18.7

169�

56％

71％

18％

割 合
さとう
きび

12.1

10.4

144

7.8

8.5

59�

64％

82％

41％

【さとうきび生産の位置づけ】（平成14年）

資�料：沖縄総合事務局農林水産部「沖縄農林水産統計年報」,
沖縄県「さとうきび及び甘しゃ糖生産実績」

�注：離島の栽培農家戸数の数値は、2000年センサス、
沖縄県「12／13年度さとうきび及び甘しゃ糖生産実績」

　
沖
縄
県
の
農
業
産
出
額
は
、
平
成
八
年
以
降
、
一
千
億
円
を
下
回
り
、
引
続
き
減
少
を

辿
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
最
大
の
要
因
は
、
干
ば
つ
や
台
風
の
自
然
災
害
、
栽
培
面
積
の
減

少
、
農
家
の
高
齢
化
等
に
よ
り
、
さ
と
う
き
び
生
産
額
が
大
き
く
減
少
し
て
い
る
こ
と
に

よ
る
も
の
で
す
。

1�

さ
と
う
き
び
の
位
置

　�
�

及
び
経
済
効
果

3�

さ
と
う
き
び

　�
�

生
産
者
価
格
に
つ
い
て

4�

沖
縄
県
内

�
�

　
製
糖
工
場
に
つ
い
て

2�

生
産
の
動
向

　
今
後
、
農
業
産
出
額
を
「
沖
縄
県

農
林
水
産
業
振
興
計
画
」
で
目
標

と
し
て
い
る
一
千
億
円
に
回
復
さ

せ
る
た
め
に
は
、
野
菜
、
果
樹
、
花

き
及
び
畜
産
の
振
興
と
と
も
に
、

さ
と
う
き
び
の
生
産
額
を
回
復
さ

せ
る
こ
と
が
喫
緊
の
課
題
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
さ
と
う
き
び
は
、
沖
縄
農

業
に
占
め
る
栽
培
面
積
及
び
栽
培

農
家
の
割
合
が
高
く
、
生
産
額
の

増
減
に
よ
る
流
通
販
売
業
界
等
沖

縄
県
経
済
に
与
え
る
波
及
効
果
も

多
大
な
も
の
と
な
っ
て
お
り
、
特

に
、
離
島
地
域
に
お
い
て
は
最
も

重
要
性
の
高
い
作
物
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
中
で
、
近
年
、
減
少

傾
向
に
あ
っ
た
作
付
面
積
は
下
げ
止
ま
っ
て

い
る
も
の
の
、
十
ａ
当
り
収
量
（
以
下
「
単
収
」

と
い
う
。
）
は
、
一
部
地
域
を
除
き
、
減
少
傾
向

に
あ
り
、
関
係
機
関
に
よ
る
さ
と
う
き
び
生

産
性
向
上
に
向
け
た
取
組
み
の
強
化
が
求
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

　
沖
縄
の
さ
と
う
き
び
は
、
沖
縄
県
の
栽
培

面
積
の
五
十
六
％
、
農
家
数
の
七
十
一
％
、
農

業
産
出
額
の
十
八
％
と
重
要
な
位
置
を
占
め

て
お
り
、
沖
縄
農
業
に
お
け
る
基
幹
作
物
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　
特
に
、
離
島
（
沖
縄
本
島
、
宮
古
島
、
石
垣
島

を
除
く
離
島
）
に
お
い
て
は
、
栽
培
面
積
の
六

十
四
％
、
農
家
数
の
八
十
二
％
、
農
業
産
出
額

の
四
十
一
％
を
占
め
、
離
島
経
済
に
と
っ
て

不
可
欠
な
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
沖
縄
県
が
試
算
し
た
さ
と
う
き
び
の
経
済

効
果
は
、
さ
と
う
き
び
生
産
額
に
連
動
し
て

金
融
面
、
生
産
資
材
関
連
及
び
流
通
関
連
事

業
等
へ
四
・
二
九
倍
の
経
済
効
果
を
も
た
ら

す
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
収
穫
面
積
は
、
農
業
従
事
者
の
高
齢
化
や

他
作
物
へ
の
転
換
等
に
よ
り
、
昭
和
六
十
年

産
以
降
、
減
少
傾
向
で
推
移
し
て
い
ま
し
た

が
、
関
係
機
関
の
遊
休
地
解
消
に
向
け
た
取

組
み
、
農
業
生
産
総
合
対
策
事
業
及
び
新
さ

と
う
き
び
・
糖
業
再
活
性
化
事
業
等
の
砂
糖

生
産
振
興
事
業
の
推
進
に
よ
り
、

平
成
十
一
年
産
以
降
下
げ
止
ま
り
、

平
成
十
四
年
産
で
は
十
三
・
九
千

ha
と
増
加
に
転
じ
て
い
ま
す
。

　
生
産
量
に
つ
い
て
は
、
平
成
元

年
産
以
降
、
収
穫
面
積
の
減
少
等

に
よ
り
、
減
少
傾
向
で
推
移
し
て

い
ま
し
た
が
、
平
成
十
三
年
産
は

増
加
に
転
じ
た
も
の
の
、
平
成
十

四
年
産
で
は
、
台
風
及
び
干
ば
つ

の
影
響
に
よ
り
再
び
減
産
し
、
八
十
一
万
一

千
ト
ン
と
復
帰
後
三
番
目
の
低
生
産
量
と
な

っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
、
さ
と
う
き
び
生
産
に
つ
い

て
は
、
気
象
影
響
に
よ
る
変
動
幅
が
大
き
く

不
安
定
な
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
さ
と
う
き
び
等
甘
味
資
源
の
生
産
に
つ
い

て
は
、「
甘
味
資
源
特
別
措
置
法
」
に
基
づ
き
、

農
業
経
営
の
改
善
と
農
家
所
得
の
安
定
、
砂

糖
類
の
自
給
度
の
向
上
等
を
目
的
に
必
要
な

措
置
を
講
ず
る
こ
と
と
さ
れ
、「
砂
糖
の
価
格

調
整
に
関
す
る
法
律
」
に
基
づ
き
、
生
産
さ
れ

た
さ
と
う
き
び
に
つ
い
て
は
、
毎
年
決
定
さ

れ
る
最
低
生
産
者
価
格
を
基
準
と
し
た
価
格

で
買
取
ら
れ
る
仕
組
み
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
最
低
生
産
者
価
格
の
算
出
に
つ
い
て
は
、

重
量
を
基
準
と
し
た
価
格
体
系
か
ら
平
成
六

年
産
以
降
甘
し
ゃ
糖
度
（
さ
と
う
き
び
搾
汁

液
に
占
め
る
砂
糖
の
割
合
）
を
重
視
し
た
品

質
取
引
制
度
（
甘
し
ゃ
糖
度
十
三
・
一
度
〜
十

四
・
三
度
を
基
準
糖
度
と
し
糖
度
の
上
下
に

よ
り
価
格
が
変
動
す
る
）
に
移
行
し
て
い
ま

す
。

　
な
お
、
平
成
十
二
年
十
月
の
砂
糖
価
格
調

整
法
の
改
正
（
旧
砂
糖
価
格
安
定
法
）
の
際
、

価
格
体
系
に
つ
い
て
は
、
平
成
十
四
年
度
か

ら
高
糖
度
帯
（
十
四
・
四
度
以
上
）
が
三
カ
年

で
引
上
げ
ら
れ
た
一
方
、
低
糖
度
帯
（
十
三
・

〇
度
）
は
平
成
十
七
年
か
ら
引
下
げ
ら
れ
る

こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
。

�

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
甘
し
ゃ
糖
度
を

高
め
る
た
め
の
深
耕
、
適
期
植
付
・
灌
水
及
び

計
画
的
な
工
場
へ
の
さ
と
う
き
び
原
料
の
搬

入
等
が
重
要
な
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
現
在
、
県
下
で
は
、
分
み
つ
糖
工
場
十
一
工

場
（
う
ち
離
島
九
工
場
）
、
含
み
つ
糖
（
黒
糖
）
工

場
七
工
場
（
全
て
離
島
）
が
稼
働
し
て
い
ま
す
。

　
近
年
の
さ
と
う
き
び
原
料
の
減
少
か
ら
、

離
島
地
域
の
一
部
工
場
を
除
き
、
製
糖
工
場

の
操
業
度
は
低
い
状
況
と
な
っ
て
お
り
、
製

糖
工
場
の
経
営
の
安
定
化
を
図
る
た
め
に
も
、

さ
と
う
き
び
原
料
の
安
定
的
な
確
保
が
重
要

な
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。
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2年

161

5年

�149

10年

119

11年

120

12年

120

13年

118

14年

114

【10ａ当たり労働時間の推移】 （単位：時間）

資料：沖縄総合事務局農林水産部「沖縄農林水産統計年報」

元年

6.7

5年

�19.3

10年

30.5

11年

28.9

12年

31.0

13年

31.9

14年

37.9

【ハーベスター収穫率の推移】 （単位：％）

資料：　沖縄県「さとうきび及び甘しゃ糖生産実績」
注：�ハーベスター収穫率＝ハーベスター収穫面積／収穫面積×100

◎本島地域

【単収の推移】

◎宮古・八重山地域

◎久米島・県平均

5 

さ
と
う
き
び
生
産
性
向
上 

  

　
に
向
け
た
課
題
の
克
服 

 

◎株出

→ → → →

→ →

→
深耕等
（パワーショベル、
プラソイラ）

耕起
（プラウ）

整地
（ロータリー）

植付
（全茎式植付機等）

培土
（ブルトラ）

培土
（ブルトラ）

収穫
ハーベスター、
全茎式集中
脱葉施設

収穫
ハーベスター、
全茎式集中脱葉施設

根切、中耕等
（カセットローター）

【機械化一貫体系の例】

◎春植・夏植

小型ハーベスターによる収穫

全茎式植付機による植付

現地（久米島）検討会

（
一
）
単
収
の
向
上
に
つ
い
て

　
近
年
の
単
収
の
動
向
を
見
ま
す
と
、
本
島

地
域
で
は
南
大
東
村
及
び
北
大
東
村
を
除
き

低
下
傾
向
と
な
っ
て
お
り
、
ま
た
、
宮
古
・
八

重
山
地
区
に
お
い
て
も
、
宮
古
本
島
地
域
で

低
下
傾
向
が
続
い
て
い
ま
す
。

　
特
に
、
本
島
北
部
及
び
北
部
離
島
地
域
で

は
、
そ
の
傾
向
が
著
し
い
も
の
と
な
っ
て
お

り
、
久
米
島
に
お
い
て
も
同
様
な
傾
向
と
な

っ
て
い
ま
す
。

�
�
�
�
�
�
�
�
�

　
久
米
島
は
、
台
風
等
の
自
然
災
害
の
影
響

に
よ
り
、
平
成
五
年
以
降
の
十
カ
年
は
平
成

六
／
七
年
産
を
除
き
沖
縄
県
の
平
均
単
収
を

下
回
っ
て
お
り
、
特
に
平
成
十
四
年
産
は
県

平
均
六
千
五
百
九
十
五
kg
／
十
a
を
大
き
く

下
回
る
三
千
七
百
六
十
五
kg
／
十
a
と
深
刻

な
状
況
下
に
あ
り
ま
し
た
。

　
こ
の
よ
う
な
現
状
を
踏
ま
え
、
平
成
十
五

年
度
に
沖
縄
県
、（
独
）
九
州
沖
縄
農
業

研
究
セ
ン
タ
ー
、（
社
）
沖
縄
県
糖
業
振

興
協
会
、
沖
縄
県
南
部
農
業
改
良
普
及

セ
ン
タ
ー
、久
米
島
町
、久
米
島
製
糖（
株
）、

翔
南
製
糖
（
株
）
、
沖
縄
総
合
事
務
局
等

関
係
機
関
が
参
集
し
、
沖
縄
県
内
に
お

け
る
さ
と
う
き
び
生
産
性
の
向
上
を

上
げ
る
た
め
の
検
討
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
特
に
近
年
、
沖
縄
県
平
均

に
比
べ
台
風
等
の
影
響
に
よ
り
単
収

の
低
下
が
著
し
い
久
米
島
に
お
い
て

単
収
向
上
に
向
け

た
具
体
的
な
取
組

み
を
行
う
こ
と
と

な
り
ま
し
た
。

ア�

関
係
機
関
の

検
討
結
果
に
基
づ

く
、
具
体
的
な
対

応
策

　
平
成
十
五
年
度

の
現
地
調
査
を
踏

ま
え
た
検
討
の
結
果
、

台
風
、
干
ば
つ
等
に

よ
る
自
然
災
害
の

影
響
に
よ
り
著
し

く
低
単
収
と
な
る

地
域
の
対
応
策
の

重
要
性
と
、
通
常
の

単
収
を
上
げ
て
い
る
地
域
で
の
安
定
・
高
単

収
化
を
図
る
た
め
の
対
応
策
の
重
要
性
が
指

摘
さ
れ
、
そ
の
対
応
策
を
久
米
島
町
及
び
久

米
島
さ
と
う
き
び
生
産
振
興
対
策
協
議
会
を

中
心
に
、
平
成
十
六
年
度
か
ら
具
体
的
に
取

組
む
こ
と
が
決
ま
り
ま
し
た
。

（
ア
）
著
し
く
単
収
が
低

い
地
域
の
対
応
策

　
台
風
被
害
と
干
ば
つ

被
害
を
軽
減
し
う
る
安

定
多
収
栽
培
技
術
の
開

発
と
し
て
、
台
風
・
干
ば

つ
常
襲
地
域
で
安
定
的

な
単
収
を
確
保
す
る
た

め
、
既
存
の
品
種
及
び

新
品
種
7
種
等
に
つ
い

て

春
植
＋
株
出
し
、

夏
植
＋
株
出
し
、

秋
植
・
秋
収
穫
＋
株
出

し
の
3
作
型
で
実
証
を
行
い
、
そ
の
効
果
を

評
価
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

（
イ
）
通
常
単
収
地
で
高
単
収
化
を
図
る
た
め

の
対
応
策

久
米
島
内
で
六
農
業
生
産
法
人
が
ハ
ー
ベ

ス
タ
ー
に
よ
る
収
穫
作
業
を
受
託
し
て
い

る
が
、
受
託
面
積
が
大
き
く
、
自
分
の
ほ
場

の
栽
培
管
理
に
手
が
回
ら
ず
、
低
単
収
と

な
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
大
規
模
経
営

農
家
の
株
出
ほ
場
対
策
と
し
て
、
株
出
管

理
機
を
導
入
す
る
こ
と
に
よ
り
株
出
後
の

株
揃
え
及
び
施
肥
等
の
株
出
管
理
を
実
施

す
る
。

干
ば
つ
常
襲
地
区
対
策
と
し
て
、

灌
水
機
材
を
導
入
し
、
適
時
散
水

を
実
施
す
る
。

台
風
後
の
潮
害
対
策
と
し
て
、
適
時
散
水

を
実
施
す
る
。

粗
放
地
対
策
と
し
て
、
適
期
植
付
け
・
肥
培

管
理
の
実
証
を
行
う
。

イ�

さ
と
う
き
び
生
産
性
向
上
に
向
け
た

今
後
の
取
組
み

　
今
後
、
久
米
島
で
の
対
応
策
の
実
施
状
況

を
踏
ま
え
つ
つ
、
本
島
北
部
及
び
北
部
離
島

等
沖
縄
県
内
の
低
単
収
地
域
に
お
い
て
、
久

米
島
と
同
様
な
取
組
み
を
関
係
機
関
が
一
体

と
な
っ
て
毎
年
着
実
に
取
組
む
こ
と
が
沖
縄

県
全
体
の
さ
と
う
き
び
生
産
性
向
上
に
結
び

つ
く
重
要
な
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
な
お
、
単
収
向
上
に
向
け
た
個
々
の
生
産

農
家
の
具
体
的
な
栽
培
に
つ
い
て
は
、
沖
縄

県
が
定
め
る
「
さ
と
う
き
び
栽
培
指
針
」
に
基

づ
い
た
適
切
な
栽
培
管
理
が
必
要
で
す
が
、

そ
れ
と
併
せ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
に
お
け

る
単
収
低
下
と
な
っ
て
い
る
要
因
分
析
と
、

そ
の
対
応
策
に
向
け
た
取
組
み
強
化
を
図
る

こ
と
も
必
要
で
す
。

　
特
に
、
単
収
向
上
に
結
び
つ
く
事
項
と
し

て
は
次
の
通
り
で
す
。

（
ア
）
台
風
・
干
ば
つ
等
地
域
の
自
然
状
況
を
前

提
と
し
た
品
種
の
選
定

（
イ
）
春
植
、
夏
植
の
植
付
時
期
の
遵
守

（
ウ
）
株
出
栽
培
に
つ
い
て
は
、
収
穫
後
の
株
揃

え
、
施
肥
、
根
切
り
等
の
実
施

（
エ
）
施
肥
、
培
土
、
か
ん
水
等
適
期
肥
培
管
理

の
実
施

（
オ
）
欠
株
の
補
植

（
二
）
担
い
手
（
農
業
生
産
法
人
等
）

　
　
の
育
成
に
つ
い
て

　
生
産
農
家
の
担
い
手
不
足
及
び
高
齢
化
が

進
む
中
で
、
今
後
、
さ
と
う
き
び
の
安
定
的
な

生
産
を
確
保
す
る
に
は
、
農
業
生
産
法
人
の

育
成
が
不
可
欠
な
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
沖
縄
県
で
は
、
平
成
十
一
年
度
か
ら
農
業

生
産
法
人
へ
の
農
地
の
利
用
集
積
に
よ
る
規

模
拡
大
、
新
技
術
の
導
入
、
機
械
化
の
促
進
に

よ
る
低
コ
ス
ト
化
を
図
り
、
他
産
業
並
み
の

農
家
所
得
を
確
保
す
る
育
成
計
画
を
策
定
し
、

そ
の
具
体
化
に
向
け
取
組
ん
で
き
て
お
り
、

平
成
十
五
年
度
末
で
三
十
六
法
人
が
設
立
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
農
業
生
産
法
人
へ
の
収

穫
作
業
等
の
委
託
が
増
え
て
い
る
中
に
お
い

て
、
本
島
南
部
を
中
心
に
農
業
生
産
法
人
へ

の
農
地
の
集
積
（
売
買
、
賃
貸
等
）
が
な
か
な

か
進
ま
な
い
状
況
と
な
っ
て
お
り
、
育
成
計

画
が
目
標
と
す
る
収
穫
面
積
十
七
ｈａ
に
ま
だ

達
し
て
い
な
い
法
人
も
あ
り
、
経
営
的
に
厳

し
い
と
こ
ろ
も
見
ら
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
収
穫
の
受
託
面
積
が
大
き
い
こ
と

か
ら
、
自
作
地
の
株
出
管
理
等
初
期
の
肥
培

管
理
が
十
分
に
行
わ
れ
て
い
な
い
こ
と
な
ど

に
よ
り
、
単
収
が
上
が
ら
な
い
問
題
点
を
抱

え
て
お
り
、
そ
の
対
応
と
し
て
株
出
管
理
機

（
株
揃
、
施
肥
、
農
薬
散
布
等
）
の
開
発
・
普
及

を
進
め
る
な
ど
、
組
織
的
な
対
応
が
必
要
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
た
め
、
農
業
生
産
法
人
育
成
に
向
け

た
取
組
み
と
し
て
関
係
機
関
等
に
よ
る
次
の

対
応
が
重
要
な
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ア�

農
業
生
産
法
人
へ
の
農
地
の
利
用
集
積

の
促
進

イ�

農
業
生
産
法
人
の
自
作
地
の
単
収
の
向

上
対
策

ウ�

オ
ペ
レ
ー
タ
ー
（
機
械
操
作
）
の
収
穫
作

業
技
術
の
向
上
対
策
（
収
穫
ロ
ス
の
軽
減

化
）

エ�

法
人
経
営
管
理
能
力
の
向
上
（
経
営
指
導
）

（
三
）
機
械
化
の
促
進
に
つ
い
て

　
農
業
生
産
法
人
の
育
成
を
進
め
る
中
に
お

い
て
、
農
地
の
有
効
活
用
を
図
る
に
は
農
業

機
械
の
導
入
に
よ
る
機
械
化
の
促
進
は
重
要

な
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
現
在
、
深
耕
・
耕
起
・
整
地
・
植
付
・
培
土
（
土

寄
せ
）・
収
穫
等
の
作
業
が
機
械
化
さ
れ
て
お

り
、
特
に
植
付
け
及
び
収
穫
作
業
を
中
心
に

機
械
化
が
進
ん
で
き
て
い
ま
す
。

　
県
内
で
は
、
南
北
大
東
村
、
宮
古
・
八
重
山

地
域
を
中
心
に
大
型
・
中
型
ハ
ー
ベ

ス
タ
ー
に
よ
る
収
穫
作
業
が
導
入

さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
近
年
、
沖
縄

本
島
南
部
地
区
等
作
付
面
積
の
規

模
が
小
さ
い
地
区
や
、
雨
天
時
の
収

穫
効
率
が
ア
ッ
プ
す
る
こ
と
か
ら
、

小
型
ハ
ー
ベ
ス
タ
ー
の
導
入
が
増

え
て
お
り
、
平
成
十
四
年
産
に
お
け

る
ハ
ー
ベ
ス
タ
ー
収
穫
率
（
面
積
ベ

ー
ス
）
は
、
約
三
十
七
・
九
％
と
急
速

に
増
加
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
全
茎
式
植
付
機
（
さ
と
う

き
び
の
葉
柄
を
取
ら
ず
に
茎
を
裁

断
し
て
植
付
け
る
）
の
普
及
も
高
ま

っ
て
お
り
、
今
後
と
も
機
械
化
一
貫

体
系
の
推
進
を
図
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
取
組
み
に
よ
り
、
全
労

働
時
間
の
約
七
割
を
占
め
る
収
穫

作
業
と
、
は
く
葉
作
業
時
間
は
、
更

に
低
減
が
図
ら
れ
、
肥
培
管
理
作
業

の
充
実
、
他
作
目
へ
の
労
働
の
配
分

等
に
よ
り
生
産
性
が
向
上
し
、
農
家

の
経
営
の
安
定
化
に
結
び
つ
く
こ

と
と
な
り
ま
す
。


